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︻
資
料
紹
介
︼
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
﹁
探
幽
縮
図
﹂
宮
崎
法
子
は
じ
め
に
二
〇
〇
七
年
の
秋
、
古
書
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
﹁
探
幽
縮
図
﹂
の
中
に
、
か
つ
て
筆
者
が
論
文
で
取
り
上
げ
た
夏
珪
﹁
江
城
図
﹂︵﹃
東
洋
美
術
大
観
﹄
巻
1
八
所
載
、
下
条
家
所
蔵
、
現
在
焼
失
︶
を
原
図
と
す
る
縮
図
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
寓
目
し
た
。
そ
の
縮
図
は
、
蔡
秋
来
﹃
夏
珪
絵
画
芸
術
成
就
之
探
研
﹄
に
2
挿
図
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
所
在
不
明
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
図
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
夏
珪
受
容
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
再
び
所
在
不
明
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
当
時
研
究
代
表
者
を
務
め
て
い
た
科
学
研
究
︵
基
盤
研
究
Ｂ
﹁
日
本
近
代
に
お
け
る
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
つ
い
て
の
研
究
﹂︶
の
助
成
金
と
、
さ
ら
に
本
学
図
書
館
の
協
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
図
を
含
む
二
巻
の
縮
図
を
入
手
し
、
本
学
の
所
蔵
に
帰
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
﹁
探
幽
縮
図
﹂
で
あ
る
︵
以
下
、
実
践
本
﹁
縮
図
﹂
と
記
す
︶。
本
年
二
〇
一
〇
年
度
の
本
学
大
学
院
東
洋
美
術
史
特
論
Ａ
の
授
業
に
お
い
て
、
本
作
品
を
取
り
上
げ
、
基
本
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
関
連
資
料
の
蒐
集
と
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
か
ら
基
本
的
な
も
の
を
、
図
と
表
の
形
に
ま
と
め
、
箱
や
付
属
品
な
ど
の
情
報
も
含
め
、
こ
こ
に
資
料
と
し
て
紹
介
し
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
も
の
で
あ
る
。
﹁
探
幽
縮
図
﹂
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
京
都
国
立
博
物
館
編
﹃
探
幽
縮
図
﹄
上
・
下
︵
一
九
八
〇
・
八
一
年
︶、
文
人
画
研
究
所
編
﹃
探
幽
縮
図
﹄︵
一
九
八
六
年
︶
な
ど
ま
と
ま
っ
た
形
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
︵
児
島
薫
訳
︶﹁
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
蔵
縮
図
画
帖
﹃
筆
園
佚
遊
﹄﹂︵﹃
國
華
﹄
一
〇
九
一
号
︶、
小
野
真
由
美
﹁
新
収
品
紹
介
探
幽
縮
図
狩
野
探
幽
筆
﹂︵
上
︶︵
下
︶︵﹃
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
﹄
五
九
八
・
六
〇
一
号
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
年
︶
な
ど
、
所
蔵
館
ご
と
の
蔵
品
が
図
と
デ
ー
タ
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
︵
巻
末
・
関
連
参
考
文
献
参
照
︶。
本
紹
介
で
も
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
、
実
践
本
の
現
状
に
合
わ
せ
て
体
裁
を
整
え
、
縮
図
の
内
容
を
表
に
し
た
︵
～
頁
︶。
表
は
、
院
生
が
作
成
し
た
。
留
書
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
55
58
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受
講
者
が
分
担
し
た
も
の
を
宮
崎
が
訂
正
、
最
終
確
認
を
行
っ
た
。
授
業
の
受
講
者
は
、
真
嶋
瑞
穂
、
伊
藤
美
和
、
賀
韻
先
、
馬
冬
青
、
須
貝
美
沙
貴
、
川
上
怜
︵
以
上
本
学
修
士
課
程
院
生
︶、
皆
川
三
知
︵
本
学
大
学
院
修
了
生
・
科
目
履
修
生
︶
で
あ
る
。
表
や
デ
ー
タ
の
作
成
と
ま
と
め
は
、
賀
、
須
貝
、
真
嶋
、
皆
川
が
中
心
と
な
り
作
業
を
行
っ
た
。
最
終
的
な
文
責
は
、
宮
崎
が
負
う
も
の
で
あ
る
。
頁
以
下
に
掲
載
す
る
図
版
と
表
が
本
資
料
紹
介
の
中
心
と
な
る
50
が
、
こ
こ
で
は
、
補
足
的
に
、
実
践
本
﹁
縮
図
﹂
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
探
幽
縮
図
周
知
の
よ
う
に
﹁
探
幽
縮
図
﹂
は
、
徳
川
幕
府
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
探
幽
︵
慶
長
七
年
～
延
宝
二
年
、
一
六
〇
二
～
一
六
七
四
︶
の
も
と
に
、
鑑
定
の
た
め
に
持
ち
込
ま
れ
た
古
画
を
、
探
幽
が
縮
写
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
数
は
膨
大
な
も
の
に
上
る
。
明
暦
三
年
︵
一
六
五
七
︶
の
大
火
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
の
分
は
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
現
存
の
年
記
の
あ
る
も
の
は
、
寛
文
年
間
︵
一
六
六
一
～
一
六
七
二
︶
の
も
の
が
最
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
探
幽
縮
図
は
、
探
幽
自
身
に
と
っ
て
、
ま
た
そ
の
後
の
狩
野
派
に
と
っ
て
も
制
作
や
鑑
定
の
拠
り
所
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
、
散
逸
し
、
現
在
は
内
外
の
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
の
諸
機
関
や
個
人
収
集
家
の
も
と
に
、
様
々
な
形
で
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
、
す
で
に
上
述
の
よ
う
な
図
入
り
の
刊
行
物
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
る 3
が
、
そ
の
全
貌
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
探
幽
自
身
の
手
に
な
る
も
の
の
他
に
、
他
の
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
る
縮
図
や
模
本
な
ど
も
混
在
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
絵
画
学
習
に
お
4
い
て
、
模
写
を
行
う
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
特
に
探
幽
の
縮
図
や
写
生
帖
な
ど
は
格
好
の
手
本
と
し
て
、
狩
野
派
以
外
の
画
家
に
よ
っ
て
も
し
ば
し
ば
写
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
今
日
伝
わ
る
﹁
探
幽
縮
図
﹂
5
に
も
、
後
の
狩
野
派
絵
師
な
ど
が
﹁
探
幽
縮
図
﹂
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
た
も
の
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
資
料
的
な
価
値
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、﹁
縮
図
﹂
の
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
が
ま
ず
求
め
ら
れ
る
。﹁
探
幽
縮
図
﹂
は
そ
れ
ら
を
含
め
た
総
称
で
あ
り
、
総
体
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
実
践
本
﹁
探
幽
縮
図
﹂
の
現
状
と
付
属
品
本
学
所
蔵
の
探
幽
縮
図
は
巻
子
本
二
巻
に
仕
立
て
ら
れ
、
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︵
付
図
１
︶。
第
一
巻
は
本
紙
の
高
さ
１
３
．
８
㎝
、
全
長
２
４
２
．
７
㎝
、
六
紙
十
三
図
か
ら
な
り
、
第
二
巻
は
、
高
さ
１
３
．
４
㎝
、
全
長
２
８
９
．
９
㎝
で
、
八
紙
二
十
図
か
ら
な
る
。
紙
本
墨
画
で
、
図
⑦
﹁
鶏
図
﹂
や
図
⑱
な
ど
一
部
の
絵
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
付
属
品
と
し
て
、
京
都
の
古
筆
鑑
定
家
、
大
倉
汲
水
の
癸
未
年
の
極
札
が
各
巻
に
一
ず
つ
付
さ
れ
て
い
る
︵
付
図
２
︶。
こ
の
癸
未
年
は
、
文
政
五
年
︵
一
八
二
三
︶
に
あ
た
る
。
そ
の
頃
、
本
作
品
は
上
方
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
極
札
に
は
、
各
巻
の
紙
数
が
記
さ
れ
、
最
初
の
留
書
の
冒
頭
部
分
と
思
わ
れ
る
語
句
が
写
さ
れ
て
い
る
︵
付
図
２
釈
文
︶
。
他
に
伯
仲
と
い
う
伝
未
詳
の
人
物
の
﹁
控
書
﹂
一
紙
が
あ
り
︵
付
図
３
︶、
そ
の
書
跡
は
、
箱
書
き
と
同
一
で
あ
る
。
箱
書
と
控
書
と
も
に
、
大
倉
汲
水
の
− 46−
極
め
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
汲
水
以
降
の
も
の
で
、
近
代
の
好
事
家
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
控
書
に
は
画
題
と
原
図
筆
者
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
誤
り
が
散
見
す
る
。
本
紹
介
で
は
基
本
的
に
そ
の
記
事
は
採
用
せ
ず
、
画
題
は
新
た
に
比
定
し
た
。
し
か
し
、
参
考
の
た
め
控
書
の
写
真
と
釈
文
も
掲
げ
た
︵
付
図
３
・
釈
文
︶。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
第
一
巻
現
状
の
配
列
が
、
控
書
や
極
札
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
控
書
に
は
、
現
在
の
図
⑦
、
⑧
、
⑨
、
⑩
、
⑪
、
⑫
、
⑬
、
④
、
⑤
、
⑥
、
②
、
③
、
①
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
倉
汲
水
の
第
一
巻
の
極
札
の
裏
に
は
、
図
⑦
の
鶏
図
の
留
書
が
写
さ
れ
て
お
り
、
第
二
巻
の
極
札
で
は
、
現
状
の
最
初
の
留
書
が
写
さ
れ
て
い
る
︵
付
図
２
︱
２
︶。
す
な
わ
ち
、
大
倉
汲
水
の
頃
も
、
第
一
巻
の
冒
頭
は
控
書
と
同
様
現
在
の
図
⑦
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
状
の
第
一
巻
は
、
第
二
巻
に
比
し
て
ほ
ぼ
一
紙
分
短
く
、
ま
た
汲
水
の
極
札
に
記
さ
れ
た
紙
数
七
よ
り
、
第
一
巻
の
紙
幅
は
一
紙
少
な
い
六
紙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
汲
水
の
極
め
の
後
、
第
一
巻
か
ら
一
紙
失
わ
れ
、
そ
の
後
伯
仲
が
控
書
を
書
き
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
現
状
の
よ
う
に
改
装
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
小
さ
な
分
量
の
縮
図
で
さ
え
、
幕
末
以
降
に
お
い
て
、
出
入
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
般
に
縮
図
の
伝
来
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
実
践
本
﹁
縮
図
﹂
に
つ
い
て
実
践
本
の
縮
図
に
は
、﹁
探
幽
﹂
の
朱
文
方
印
が
ほ
ぼ
紙
幅
ご
と
に
押
さ
れ
て
い
る
︵
第
一
巻
に
六
、
第
二
巻
に
八
︶。
こ
の
よ
う
な
頻
度
で
探
幽
印
が
押
さ
れ
て
い
る
縮
図
は
、
他
に
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
。
そ
の
探
幽
印
は
す
べ
て
同
じ
も
の
で
あ
り
、
京
都
国
立
博
物
館
本
﹁
縮
図
﹂
中
に
押
さ
れ
て
い
る
朱
文
方
印
と
よ
く
似
た
印
影
だ
が
、
字
形
に
違
い
が
あ
り
、﹁
幽
﹂
字
の
﹁
山
﹂
の
左
右
が
枠
に
着
い
て
い
る
︵
挿
図
１
︶。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
本
作
品
の
印
は
探
幽
の
も
の
で
は
な
く
、
後
に
ま
と
め
て
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
時
期
は
、
第
一
巻
図
⑥
﹁
山
水
図
﹂
の
右
下
に
押
さ
れ
た
印
が
、
6
左
半
分
し
か
残
ら
ず
、
そ
の
右
に
は
留
書
を
書
い
た
細
長
い
別
紙
が
継
が
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
表
装
よ
り
前
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
紙
は
ほ
ぼ
ど
れ
も
同
質
紙
と
思
わ
れ
る
が
、
今
挙
げ
た
よ
う
に
第
一
巻
の
図
⑥
﹁
山
水
図
﹂
の
留
書
は
、
山
水
図
の
本
紙
と
は
別
の
、
厚
め
の
紙
に
書
か
れ
紙
の
色
も
濃
い
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
山
水
図
の
原
図
は
、
夏
珪
筆
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
、
畠
山
記
念
館
所
蔵
伝
夏
珪
﹁
山
水
図
﹂
と
と
も
に
、
そ
の
原
図
は
も
と
も
と
同
一
画
巻
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
探
幽
が
、
そ
れ
を
夏
珪
で
は
な
く
周
文
筆
と
鑑
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
意
外
に
感
じ
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
蔡
氏
も
、
探
幽
は
周
文
画
と
鑑
定
し
た
と
記
し
つ
つ
、
夏
珪
資
料
と
し
て
こ
の
縮
図
を
紹
介
し
て
い
た
。
し
か
し
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
﹁
周
文
筆
﹂
と
い
う
留
書
が
、﹁
縮
図
﹂
部
分
と
は
異
な
る
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
文
筆
と
い
う
鑑
定
も
、
も
と
も
と
他
の
− 47−
挿図１
上）実践本探幽印
「探幽」朱文方印
縦・横各0.9cm
下）京博本探幽印
「探幽」朱文方印
縦・横各1cm
出典「京博本探幽縮
図概説」『探幽縮図』
下巻、235頁
同朋舎出版、1981年
絵
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
本
縮
図
中
の
留
書
は
、
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
第
一
巻
で
四
、
第
二
巻
で
八
、
全
部
で
十
二
図
に
留
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
月
日
の
記
載
は
あ
る
が
、
年
次
を
記
し
た
留
書
は
な
い
。
原
図
の
作
者
と
し
て
挙
が
る
名
は
雪
舟
が
最
も
多
く
、
そ
の
点
は
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
﹁
探
幽
縮
図
﹂
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
本
作
品
の
留
書
の
筆
跡
は
、
線
が
細
く
擦
れ
直
線
的
で
、
一
字
一
字
一
角
一
角
が
途
切
れ
て
い
る
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
探
幽
縮
図
の
留
書
の
、
な
め
ら
か
に
連
綿
と
続
く
崩
し
字
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
本
縮
図
の
一
部
の
絵
の
線
描
に
も
顕
著
で
あ
る
。
線
が
か
す
れ
、
直
線
的
で
ポ
キ
ポ
キ
し
た
描
写
を
見
せ
る
図
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
、
探
幽
画
に
一
般
的
な
、
の
び
の
あ
る
筆
線
と
は
異
な
る
特
徴
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
﹁
縮
図
﹂
に
も
、
い
く
つ
か
の
手
が
混
在
し
て
い
る
。
縮
図
は
、
様
々
な
画
家
に
よ
り
何
度
も
写
さ
れ
て
、
様
々
な
も
の
が
混
在
す
る
。
実
践
本
﹁
縮
図
﹂
に
も
そ
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
含
め
広
義
の
﹁
探
幽
縮
図
﹂
資
料
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
先
ず
求
め
ら
れ
よ
う
。
今
見
て
き
た
よ
う
に
、
図
⑥
﹁
山
水
図
﹂
に
は
原
図
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
正
確
に
写
し
た
縮
図
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
院
生
に
よ
り
原
図
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
確
認
出
来
た
も
の
が
数
点
あ
る
。
そ
れ
ら
を
当
該
図
版
の
側
に
参
考
作
品
と
し
て
掲
げ
た
。
図
⑦
の
彩
色
﹁
鶏
図
﹂
の
原
図
と
し
て
、
須
貝
が
伝
銭
選
﹁
鶏
図
﹂︵
出
光
美
術
館
︶
を
、
図
㉗
の
原
図
候
補
と
し
て
胡
鎮
筆
﹁
躍
魚
飛
鳥
図
﹂︵
京
都
国
立
博
物
館
︶
を
皆
川
が
探
し
出
し
た
。
ま
た
図
⑩
に
つ
い
て
は
、
真
嶋
が
、
伝
牧
谿
﹁
布
袋
図
﹂︵
九
州
国
立
博
物
館
︶、
相
阿
弥
﹁
腹
さ
す
り
布
袋
図
︵
出
光
美
術
館
︶
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
布
袋
図
は
同
図
様
の
作
品
が
多
く
、
か
え
っ
て
原
図
の
特
定
は
難
し
い
。
よ
っ
て
、
同
系
統
の
図
様
の
最
も
古
い
例
と
し
て
、
伝
牧
谿
画
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
賀
は
、
雪
舟
筆
と
さ
れ
た
図
⑧
、
⑨
や
図
⑮
、
㉒
、
㉓
、
㉕
と
近
似
す
る
図
柄
の
作
品
を
、
現
存
の
雪
舟
作
品
︵
中
村
渓
男
・
金
澤
弘
編
﹃
雪
舟
画
業
聚
成
﹄
一
九
八
四
年
︶
や
、
他
の
公
刊
さ
れ
た
探
幽
縮
図
中
か
ら
複
数
集
め
た
が
、
全
く
同
一
の
図
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
雪
舟
画
人
気
や
、
そ
の
な
か
で
流
通
し
て
い
た
﹁
雪
舟
画
﹂
の
多
く
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
同
一
図
様
で
な
い
た
め
、
割
愛
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
原
図
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
院
生
が
各
自
分
担
し
た
図
に
つ
い
て
、
流
派
や
図
様
の
系
譜
に
つ
い
て
検
討
と
考
察
を
行
っ
た
。
い
く
つ
か
の
図
、
例
え
ば
図
⑬
人
麻
呂
像
の
よ
う
に
、
雪
舟
画
と
同
様
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
柄
の
作
品
が
多
く
あ
り
、
他
の
縮
図
中
に
複
数
見
い
だ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も
、
雪
舟
画
と
同
様
、
当
時
好
ま
れ
て
多
く
流
通
し
た
図
様
と
考
え
ら
れ
る
。
本
紹
介
で
は
、
図
柄
が
同
一
で
、
原
図
と
し
て
特
定
で
き
る
蓋
然
性
が
高
い
も
の
の
み
を
参
考
作
品
と
し
て
示
す
に
と
ど
め
た
。
今
後
、
こ
こ
に
挙
げ
た
原
図
作
品
の
調
査
を
行
い
、
伝
来
を
含
め
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
中
国
画
と
そ
の
受
容
史
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
こ
と
が
も
う
少
し
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
上
、
実
践
本
﹁
縮
図
﹂
紹
介
の
補
足
説
明
と
す
る
。
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以
下
、
図
版
と
表
に
よ
っ
て
、
実
践
本
﹁
縮
図
﹂
の
図
様
や
デ
ー
タ
、
な
ら
び
に
留
書
を
紹
介
し
、
一
部
の
原
図
候
補
作
品
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
蔵
機
関
と
し
て
の
責
を
果
た
す
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
が
、
今
後
の
日
本
・
中
国
絵
画
史
研
究
に
お
い
て
、
さ
さ
や
か
な
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
１
﹁
日
本
所
在
有
関
夏
珪
山
水
図
資
料
﹂
﹃
故
宮
博
物
院
刊
﹄
二
〇
〇
六
年
第
六
期
そ
こ
で
筆
者
は
か
つ
て
、
こ
の
原
図
の
﹁
江
城
図
﹂
と
畠
山
記
念
館
蔵
の
伝
夏
珪
﹁
山
水
図
﹂
を
取
り
上
げ
、
現
在
台
北
故
宮
蔵
の
夏
珪
筆
﹁
溪
山
清
遠
図
巻
﹂
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
﹁
溪
山
清
遠
図
巻
﹂
よ
り
も
モ
チ
ー
フ
や
景
物
の
豊
富
な
も
う
一
つ
別
の
夏
珪
筆
﹁
山
水
図
巻
﹂
が
存
在
す
る
可
能
性
を
論
じ
、
そ
の
中
国
絵
画
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
２
蔡
秋
来
﹃
夏
珪
絵
画
芸
術
成
就
之
探
研
﹄
中
国
文
化
大
学
出
版
部
印
行
一
九
八
二
年
３
巻
末
参
考
文
献
参
照
。
ま
た
、
東
京
大
学
総
合
博
物
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
美
術
館
な
ど
で
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
４
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
、
児
島
薫
訳
﹁
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
蔵
縮
図
画
帖
﹃
筆
園
佚
遊
﹄
﹂
﹃
國
華
﹄
一
〇
九
一
号
一
九
八
六
年
。
文
人
画
研
究
所
刊
﹃
探
幽
縮
図
﹄
一
九
八
六
年
な
ど
、
先
行
研
究
の
多
く
で
そ
の
点
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
５
仲
町
啓
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
光
琳
が
、
探
幽
の
写
生
帖
を
、
留
書
を
含
め
て
写
し
た
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。
６
こ
の
探
幽
朱
文
方
印
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
探
幽
縮
図
に
押
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
、
大
き
さ
が
わ
ず
か
に
小
さ
く
、
ま
た
字
形
も
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
京
都
国
立
博
物
館
本
と
は
別
印
で
あ
る
。
縮
図
の
伝
来
の
な
か
で
、
偽
印
が
後
に
ま
と
め
て
押
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
印
は
、
田
沢
裕
賀
﹁
狩
野
探
幽
の
遺
印
﹂
︵﹃
美
術
史
学
﹄
号
１
９
９
４
年
︶
に
紹
介
さ
れ
た
な
15
か
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
ま
た
、
狩
野
探
道
﹃
鍛
冶
橋
狩
野
家
印
譜
﹄
︵
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︶
中
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、﹃
鍛
冶
橋
狩
野
家
印
譜
﹄
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
つ
い
て
は
、
板
橋
区
立
美
術
館
学
芸
員
の
佐
々
木
英
里
子
氏
を
通
じ
、
同
館
館
長
の
安
村
敏
信
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
７
大
倉
汲
水
は
、
文
化
十
年
︵
一
八
一
四
︶
版
と
文
政
五
年
︵
一
八
二
八
︶
版
の
﹃
平
安
人
物
志
﹄﹁
古
筆
﹂
の
條
に
そ
の
名
が
載
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
癸
未
年
は
一
八
二
三
年
と
分
か
る
︵
東
大
本
﹃
平
安
人
物
志
﹄︵
文
政
五
年
版
︶、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹃
平
安
人
物
志
﹄
︵
文
化
一
〇
年
、
文
政
五
年
︶︶。
ま
た
日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
付
さ
れ
た
人
物
紹
介
で
は
、
大
倉
汲
水
の
没
年
は
文
政
八
年
︵
一
八
二
五
︶
と
す
る
。
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︻
表
︼
実
践
本
︽
探
幽
縮
図
︾
全
二
巻
賀
韻
先
須
貝
美
紗
貴
真
嶋
瑞
穂
皆
川
三
知
川
上
怜
︻
凡
例
︼
・
原
図
作
者
は
留
書
で
探
幽
が
鑑
定
し
た
も
の
及
び
図
か
ら
明
ら
か
な
も
の
を
掲
げ
る
。
・
探
幽
の
覚
書
な
ど
は
﹁
留
書
な
ど
﹂
に
記
載
し
、
原
図
中
の
賛
な
ど
は
、
﹁
原
図
中
の
賛
、
落
款
・
印
章
﹂
に
記
載
し
た
。
・
画
中
の
判
読
不
明
の
文
字
は
□
で
表
示
し
、
類
推
可
能
な
も
の
は
[
]で
表
し
た
。
・
原
図
候
補
と
な
る
作
品
で
、
図
版
に
掲
げ
た
も
の
を
備
考
に
記
し
た
。
・
第
一
巻
の
本
紙
法
量
、
縦
１
３
．
５
㎝
、
長
さ
２
４
２
．
７
㎝
。
第
二
巻
の
本
紙
法
量
、
縦
１
３
．
４
㎝
、
長
さ
２
８
９
．
９
㎝
。
第
一
巻
− 55 −
留
書
な
し
右
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
墨
画
白
描
帆
船
図
図
１
１
備
考
原
図
の
賛
、
落
款
・
印
章
留
書
な
ど
形
質
原
図
筆
者
画
題
︵
形
状
︶
通
し
番
号
紙
数
39.8㎝
法
量
(
横
)
紙
継
ぎ
２
重
な
り
な
し
︵
線
に
見
え
る
︶
、
右
上
に
鍵
型
の
印
な
し
淡
彩
柘
榴
図
39.4cm
図
２
２
留
書
な
し
淡
彩
波
上
鳳
凰
図
図
３
紙
継
ぎ
１
重
な
り
２
㎜
、
右
上
に
鍵
型
の
印
あ
り
留
書
な
し
右
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
− 56−
松
雉
図
図
12
服
の
模
様
を
別
に
描
き
写
す
留
書
な
し
墨
画
柿
本
人
麻
呂
図
図
13
図
10
６
留
書
な
し
墨
画
竹
雁
図
図
11
留
書
な
し
墨
画
紙
継
ぎ
４
重
な
り
２
㎜
、
右
上
に
鍵
型
の
印
な
し
︻
原
図
︼
伝
牧
谿
﹁
布
袋
図
﹂
九
州
国
立
博
物
館
蔵
な
ど
留
書
な
し
右
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
墨
画
布
袋
図
40㎝
﹁
東
門
[
殿
]
雪
舟
筆
﹂
右
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
墨
画
雪
舟
竹
雀
図
図
８
留
書
な
し
墨
画
雪
舟
小
禽
図
図
９
紙
継
ぎ
３
重
な
り
２
㎜
、
右
上
に
鍵
型
の
印
な
し
︻
原
図
︼
伝
銭
選
﹁
鶏
図
﹂
出
光
美
術
館
蔵
留
書
﹁
五
月
十
七
日
神
明
よ
り
来
ゑ
呂
記
と
外
題
遣
候
﹂︵﹁
記
﹂
マ
マ
︶
着
色
呂
紀
鶏
図
40㎝
図
７
５
図
８
と
図
９
は
、
対
幅
作
品
の
可
能
性
あ
り
1.7
㎝
︻
原
図
︼
伝
夏
珪
﹁
江
城
図
﹂
下
条
家
旧
蔵
︵
焼
失
︶
右
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
︵
半
印
︶
墨
画
周
文
山
水
図
38.8㎝
図
６
４ ３
賛
あ
り
賛
﹁
御
墨
淋
漓
。
写
[
決
]
鷹
兒
。
[金
]
星
作
眼
。
玉
雪
為
衣
。
剛
翮
似
劍
。
利
爪
如
錐
。
何
当
解
索
。
萬
里
高
飛
。
恭
承
寵
命
。
敬
作
讃
辞
。
﹂
留
書
な
し
墨
画
徽
宗
架
鷹
図
図
５
題
箋
状
別
紙
廿
七
日
□
□
□
殿
よ
り
来
周
文
筆
留
書
な
し
右
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
墨
画
徽
宗
鷹
図
38.7㎝
図
４
第
二
巻
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留
書
﹁
□
□
□
源
左
ェ
門
ゑ
大
か
け
物
﹂
墨
画
墨
龍
図
図
14
１
備
考
原
図
の
賛
、
落
款
、
印
章
留
書
な
ど
形
質
原
図
筆
者
画
題
(
形
状
)
通
し
番
号
紙
数
馬
図
図
18
図
15
40.1㎝
法
量
(
横
)
墨
画
雪
舟
留
書
な
し
左
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
瓜
虫
図
︵
団
扇
︶
留
書
﹁
帯
刀
殿
よ
り
来
雪
舟
か
け
物
﹂
左
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
淡
彩
留
書
な
し
左
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
墨
画
南
泉
斬
猫
図
紙
継
ぎ
４
重
な
り
２
㎜
図
21
紙
継
ぎ
３
重
な
り
２
㎜
折
れ
有
留
書
な
し
左
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
墨
画
釈
迦
三
尊
図
43.9㎝
図
20
４
折
れ
有
右
人
物
衣
に
﹁
六
、
白
、
ニ
リ
﹂
及
び
中
下
馬
に
﹁
白
﹂
の
書
き
込
み
有
り
留
書
﹁
左
衛
門
殿
ゑ
也
﹂
左
下
﹁
探
幽
﹂
朱
文
方
印
淡
彩
狩
猟
図
23㎝
図
19
３
紙
継
ぎ
２
重
な
り
２
㎜
墨
画
李
麟
魚
図
40㎝
図
16
２
﹁
梅
澗
叟
﹂
長
方
印
の
模
写
留
書
﹁
松
草
宮
内
□
よ
り
来
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